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大山隠岐国立公園の大山において、自然環境への負荷軽減
を図るとともに、参加者が自ら歩き自然に親しみながら大山
の環境を考えることができるよう、ボランティアによって頂
上トイレの汚泥を担ぎ下ろす「大山キャリーダウン運動」や
大山頂上付近の特別天然記念物「ダイセンキャラボク」等の
貴重な植物等を保護するため設置している木道の修繕に必要
な桟木をボランティアで担ぎ上げる「大山キャリーアップ運
動」を実施した。

大山は地域住民による先進的な環境保全活動が進められて
きた地として知られており、昭和52年に大山周辺の一斉清
掃や美化パトロールを実施する「大山の美化を推進する会」
が、昭和60年に大山頂上周辺の自然環境保護と登山道の維
持・保全を行う「大山の頂上を保護する会」が発足するなど、
官民一体となって取組む体制が醸成されている。大山キャ
リーダウン運動（平成20年～）及び大山キャリーアップ運
動（平成26年～）もまた、大山を愛する多くの人々により
実施するものであり、これらの継続的な取組が、平成25年
6月1日に採択された『大山環境宣言』に繋がっている。

キャリーダウン・アップに多くの登山者の協力を募り、積
極的な協力が得られて効果を上げていること、大山の自然を
維持するための重要な取り組みであること、観光資源の直接
的な価値向上だけでなく、大山の文化的価値と新たな地域ブ
ランド形成にもつながっており、水平展開が期待される社会
技術であることが評価された。
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この度は、環境省が新規参画された年に、環境大
臣賞という大変名誉ある賞をいただき大変光栄に存
じます。
大山では、環境保全活動を官民一体で取組む機運

が醸成されており、本運動にも県内外から多くのボ
ランティアにご参加いただきました。
また、令和４年度から大山入山協力金制度を本格

導入し、登山道の補修や植生等の自然環境保護、ト
イレの維持管理に活用する協力金に多くのご協力を
いただいています。
これからも、「大山環境宣言」の理念に基づき、

大山を愛する多くの方々と一緒になって、大山の恵
みに感謝するとともに自然環境の保全に一層取組ん
で参ります。

鳥取県西部総合事務所環境建築局
環境・循環推進課 自然公園担当

TEL：0859-31-9325
Email：seibu-kankyo@pref.tottori.lg.jp

鳥取県西部総合事務所環境建築局は、大山隠岐国
立公園の大山（弥山）頂上への登山道（大山登山道
線、行者谷線）のほか、頂上避難小屋をはじめとす
る登山道沿線の避難小屋及びトイレ等の維持管理を
行っています。
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